
学⽣と描く⾅杵の物語
ー 観光映像を通じた地域共創プロジェクト ー

⽇本⽂理⼤学 ⼯学部 情報メディア学科 松原研究室

１. 背景・課題
⾅杵市には、国指定天然記念物である⾵連鍾乳洞をはじめ、歴

史的建造物、⾷⽂化、⾃然景観など多様な観光資源が存在する。
しかし、それらの魅⼒は断⽚的に紹介されることが多く、ストーリー性

をもって体験的に伝える観光映像の整備は⼗分に進んでいない。
また、近年の観光プロモーションでは、SNSや動画配信プラットフォー

ムを通じた映像発信が重要視されている⼀⽅、若者視点を活かした
企画・制作が地域内で⾏われる機会は限られている。

２. ⽬的
本事業は、学⽣による観光映像制作を通して、

地域資源の新たな捉え直しと発信の可能性を探ることを⽬的とする。
   

３. 事業概要
・ 実施主体︓⽇本⽂理⼤学 情報メディア学科 松原研究室
・ 対象︓情報メディア学科 3年次ゼミ⽣ 8名
・ フィールド︓⼤分県⾅杵市

４. 制作プロセス
① 事前準備
 ・ 企画・テーマ検討
   ・ 教員による事前ロケハン
   ・ 撮影⽅針の共有

③ ⾳楽制作
   ・ 学⽣によるオリジナル楽曲を制作
   ・ 撮影後、映像素材をもとに作曲
   ・ 映像と⾳の関係性を重視した表現を試みた

５. 上映会の実施
・ 会場︓⾅杵市⺠会館 ⼩ホール
・ 延べ参加⼈数︓24名
・ アンケート回答数︓18件
・ 来場者︓⽂化施設関係者 ・地域の⾼齢者
              ⾅杵市職員・⾅杵市⻑
上映後には、来場者から直接、映像に対する感想や
意⾒を聞く機会を設けた。

6. 結果・考察
アンケート結果から、映像の雰囲気や空気感、⾅杵の⾵景の⾒せ

⽅、⾳楽の使い⽅が⾼く評価された。
⼀⽅で、ナレーションや⽂字量に関する意⾒もあり、世代によって映

像の受け取り⽅が異なることが明らかになった。
これにより、「誰に向けて、どのように伝えるのか」という観光映像制

作における重要な視点を学⽣⾃⾝が認識する機会となった。

７. まとめ
本事業は、観光映像を通じて地域と学⽣が関わり合う共創的実
践の試みである。学⽣にとっては、地域資源の捉え直しや映像表現
の社会的役割を学ぶ場となり、地域にとっては、外部視点による魅⼒
の再構築と新たな発信の可能性を探る機会となった。
今後は、本事業で得られた知⾒をもとに、表現や構成をさらにブラッ

シュアップし、より多様な観光映像制作へと展開していきたい。

上映会告知ポスター ⼤分合同新聞に掲載

アンケート結果抜粋

JUST FRIENDS, JUST USUKI

・ 若者の視点による地域資源の再発⾒
・ 映像表現を通じた体験的・感覚的な観光表現
・ 地域と学⽣が学び合う共創的な実践

・ 観光映像の企画・制作
・ 上映会の実施
・ 来場者アンケートによる評価・振り返り

② 撮影・表現
   ・ 監督︓岡本 純
   ・ 撮影・編集︓⻲井 彪⽃
   ・ 出演︓⻲井 真⽃ ほか
天候や現地の空気感を踏まえ、
学⽣間で相談しながら撮影内容を判断

⾅杵市⺠会館⼩ホールでの上映会⾵景


